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〔論説〕

海
上
衝
突
予
防
法
の
性
格
に
関
す
る
一
考
察

松

　

　

本

　

　

宏

　

　

之

一
は
じ
め
に

現
在
、
海
上
に
お
け
る
衝
突
を
予
防
す
る
た
め
の
一
般
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
は
海
1
衝
突
予
防
法
（
昭
和
五
十
二
年
六
月
盲
法
律
第
六
十

二
号
）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
国
際
的
に
統
言
れ
た
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
成
文
化
し
た
も
の
で
、
長
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
航
海
者
の
慣
習
的
な
常

務
や
国
際
海
事
機
関
（
t
h
e
l
コ
t
e
r
コ
a
t
i
≡
l
≡
1
－
i
日
2
0
r
g
a
コ
i
Z
a
－
1
0
コ
‥
I
M
O
）
に
お
け
る
各
国
の
合
意
を
基
礎
と
し
て
、
様
々
な
遵
守
事
項
や

調
整
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
上
衝
突
予
防
法
は
海
1
交
通
の
特
殊
性
を
背
景
に
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
法
律
と
比
べ
表
現

形
式
も
法
的
性
格
も
異
な
る
た
め
に
、
そ
の
法
適
用
・
解
釈
に
お
い
て
は
、
単
な
る
法
的
な
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
海
の
慣
習
的
ル
ー
ル
や

航
海
者
環
境
や
船
舶
性
能
等
の
専
門
技
術
的
な
知
識
、
さ
ら
に
は
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
h
e
u
r
i
s
－
i
c
）
な
知
識
を
も
必
要
と
す
る
。
従
来
か
ら
交
通

の
概
念
は
、
広
義
に
お
い
て
人
・
物
又
は
観
念
の
移
動
、
あ
る
い
は
交
通
経
済
学
の
立
場
か
ら
は
経
済
学
的
手
段
に
よ
る
財
の
移
動
と
し
て
説
明
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
そ
の
思
想
に
基
づ
く
種
々
の
交
通
法
理
論
は
、
陸
上
に
お
け
る
社
会
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
分
析
に
は
妥
当
す
る
も
の
の
、
海
上
に
お
け
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る
多
種
多
様
な
目
的
を
有
す
る
交
通
媒
体
の
形
態
や
複
雑
な
利
害
衝
突
を
背
景
と
す
る
特
殊
な
海
上
交
通
秩
序
を
確
立
す
る
法
理
論
と
し
て
規
範
化
す

る
に
は
問
題
、
か
多
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
海
上
衝
突
予
防
法
に
関
す
る
研
究
は
、
海
上
衝
突
予
防
規
則
に
つ
い
て
審
議
す
る
国
際
会
議
の
内
容
に
重
点
を
お
い
て
論
じ
る
も
の
や
、
実

務
者
サ
イ
ド
の
逐
条
解
説
的
な
も
の
が
多
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
国
内
思
想
や
諸
政
策
を
立
法
時
に
遡
っ
て
体
系
的
に
論
じ
る
も
の
は
少
な
い
。
ま
た

海
上
衝
突
予
防
法
の
法
的
強
要
性
に
つ
い
て
も
様
々
な
見
解
が
あ
り
、
法
と
し
て
の
実
効
性
や
規
範
性
が
問
題
視
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
本
論
で
は
海

上
衝
突
予
防
法
の
根
底
に
あ
る
法
源
的
な
解
釈
理
念
を
探
る
べ
く
、
そ
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
歴
史
的
・
政
策
科
学
的
な
見
地
か
ら
若
干
の
考
察
を
試

みる。

二
　
歴
史
的
変
遷

海
上
に
お
け
る
衝
突
を
予
防
す
る
た
め
に
、
そ
の
法
規
範
を
日
本
で
最
初
に
規
定
し
た
の
は
郵
船
商
船
規
則
（
明
治
三
年
太
政
官
布
告
第
五
十
七
）

で
あ
る
。
当
時
は
夜
間
に
お
い
て
お
互
い
の
存
在
を
相
手
船
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
衝
突
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
、
か
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た

た
塑
　
灯
火
に
関
し
次
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

「
一
夜
問
ハ
旗
章
卜
引
啓
二
燈
明
可
引
揚
燈
明
ハ
青
赤
白
之
三
坐
ヲ
設
ケ
航
海
中
赤
ハ
左
舷
青
ハ
右
舷
二
鮎
火
シ
自
ハ
前
構
頂
遠
方
ヨ
リ
見
留

易
キ
所
二
揚
置
燈
明
消
へ
サ
ル
様
可
致
事
」

し
か
し
こ
の
規
則
は
民
部
省
と
外
務
省
、
か
担
当
し
て
お
り
、
航
法
や
衝
突
責
任
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
。
次
に
海
軍
省
、
か
所
管
し
て
定
め
ら
れ
た

の
か
船
燈
規
則
（
明
治
五
年
太
政
官
布
告
第
二
百
九
競
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
条
文
2
0
箇
条
か
ら
な
る
も
の
で
、
当
時
の
強
大
な
商
船
隊
の
力
を
も
っ

て
世
界
に
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
英
国
の
千
八
百
六
十
三
年
の
海
上
衝
突
予
防
規
則
（
R
e
g
u
－
a
t
i
O
コ
S
 
f
O
r
 
P
r
e
喜
t
i
コ
g
C
O
≡
s
i
O
コ
S
 
a
t
 
S
e
a
）

を
模
範
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
で
は
、
「
‥
・
高
閣
普
通
二
船
燈
ノ
規
則
有
リ
テ
毎
船
必
ス
之
ヲ
設
ケ
サ
ル
無
シ
」
と
あ
り
、
明
治
維
新
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後
の
先
進
国
模
倣
と
い
う
国
内
事
情
と
、
い
っ
た
ん
海
で
出
れ
ば
世
界
の
沿
岸
国
に
通
じ
る
と
い
う
国
際
性
を
重
視
し
た
政
策
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ

で
は
灯
火
に
関
す
る
規
定
は
次
の
よ
う
な
形
で
引
き
継
が
れ
た
。

「
第
三
候
　
蒸
気
船
蒸
気
楼
ヲ
用
ヒ
テ
航
行
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ス
左
ノ
燈
火
ヲ
鮎
ス
可
シ

第
一
前
下
穂
ノ
頂
　
フ
ヲ
ア
ト
ッ
プ
ノ
下
　
白
燈

但
此
白
色
ノ
燈
ハ
晴
天
ノ
暗
夜
二
左
右
二
十
万
位
ノ
間
凡
ソ
五
里
ノ
所
ヨ
リ
認
ル
様
ニ
ス
可
シ

第
二
　
右
舷
　
中
椿
ヨ
リ
前
橋
二
至
ル
中
程
　
緑
燈

但
此
緑
色
ノ
燈
ハ
晴
天
ノ
暗
夜
二
前
ヨ
リ
右
ノ
方
十
万
位
ノ
間
二
里
ノ
所
ヨ
リ
認
得
ル
様
ニ
ス
可
シ

第
三
　
左
舷
　
中
値
ヨ
リ
前
橋
二
至
ル
中
程
　
赤
燈

但
此
赤
色
ノ
燈
ハ
晴
天
′
暗
夜
1
こ
削
ヨ
リ
左
ノ
方
十
万
位
ノ
問
二
里
ノ
所
ヨ
リ
認
得
ル
様
ニ
ス
可
シ
」

ま
た
第
十
一
候
か
ら
第
十
九
候
ま
で
は
帆
船
蒸
気
船
別
の
航
方
を
定
め
、
と
り
わ
け
第
十
九
候
で
は
不
測
の
事
態
に
お
け
る
「
臨
模
ノ
運
用
」
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
十
億
に
お
い
て
は
、
船
主
、
船
長
の
み
な
ら
ず
乗
組
水
夫
に
至
る
ま
で
、
過
失
に
基
づ
く
責
任
を
追
及
す
る
旨
を
明
記
し

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
船
燈
規
則
は
わ
が
国
に
お
い
て
海
上
交
通
の
安
全
を
図
る
目
的
で
定
め
ら
れ
た
最
初
の
近
代
的
な
法
規
範
文
と
言
え
る
。
ま

た
前
文
に
お
け
る
「
艦
船
海
上
ヲ
‥
　
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、
軍
艦
や
商
船
等
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
当
時
と

し
て
は
こ
の
規
範
が
汎
用
的
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
条
文
の
後
に
は
、
燈
光
の
色
に
よ
る
相
手
船
の
針
路
の
図
解
や
、
「
船
々

ニ
ト
モ
ス
ト
モ
シ
火
上
ハ
白
　
右
ハ
ミ
ト
リ
ニ
左
リ
ク
レ
ナ
ヒ
」
と
い
う
和
歌
を
添
え
、
加
え
て
「
此
歌
ヲ
謡
記
シ
置
ク
可
シ
但
シ
右
ノ
ミ
ノ
字
ハ
緑

ノ
、
、
、
ノ
字
ナ
レ
ハ
記
臆
シ
易
カ
ル
可
シ
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
船
燈
規
則
は
航
海
慣
習
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
わ
が
国
に
お
い
て
、
相

手
船
の
存
在
と
進
行
方
向
を
把
捉
す
る
た
め
の
船
舶
の
基
本
的
な
灯
火
及
び
初
歩
的
な
航
海
術
を
広
く
周
知
さ
つ
せ
る
た
め
の
技
術
法
規
と
し
て
機
能

し
て
お
り
、
か
な
り
航
海
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

千
八
百
六
十
八
年
に
は
英
国
の
海
上
衝
突
予
防
規
則
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
海
上
衝
突
濠
防
規
則
（
明
治
七
年
太
政
官
布
告
第
五
統
）
が
制
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定
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
は
基
本
的
に
は
船
燈
規
則
と
同
様
で
あ
る
が
、
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
に
表
現
形
式
は
容
易
な
も
の
に
変
え
て
、
各
条
文
は
よ

り
詳
細
な
規
定
に
な
っ
て
お
り
、
海
上
衝
突
預
防
規
則
追
加
や
海
上
衝
突
譲
防
規
則
附
言
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
船
燈
規
則
第
十
九
候
の
「
臨
機

の
運
用
」
と
い
う
用
語
は
、
海
上
衝
突
預
防
規
則
で
は
「
臨
機
の
虚
置
を
以
て
運
用
す
る
こ
と
」
　
（
第
十
九
條
）
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
船
燈
規
則
第
二

十
候
の
「
其
責
テ
任
ス
可
ク
之
二
関
係
無
シ
ト
謂
フ
ヲ
得
サ
ル
事
」
と
い
う
表
現
は
、
海
上
衝
突
譲
防
規
則
で
は
「
其
責
を
逃
る
べ
か
ら
ざ
る
事
」

（
第
二
十
傑
）
　
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

海
上
衝
突
譲
防
規
則
の
萱
ロ
か
ら
二
年
後
に
、
全
条
文
8
箇
条
か
ら
な
る
海
上
衝
突
譲
防
副
則
（
明
治
九
年
太
政
官
歪
口
第
十
一
撃
か
出
さ
れ
た
。

こ
の
副
則
の
特
色
は
、
次
の
四
つ
の
条
文
に
象
徴
さ
れ
る
。

第
四
候
「
‥
・
止
ム
ナ
キ
事
故
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
鮎
燈
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
金
五
園
ノ
罰
金
ヲ
科
シ
燈
籠
ヲ
所
持
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
金
拾
圃
ヲ
科

ス
へ
シ
」

第
五
候
「
‥
・
鮎
燈
セ
ス
シ
テ
衝
突
ノ
難
二
羅
ル
時
ハ
其
船
主
船
長
及
ヒ
其
船
乗
組
ノ
者
ハ
何
様
ノ
損
害
ヲ
被
ル
モ
他
三
封
シ
テ
之
力
餅
償

ヲ
要
請
シ
得
へ
カ
ラ
ス
」

第
七
候
「
開
拓
使
及
沿
海
府
攣
泰
丁
ハ
其
筋
吏
員
ヲ
シ
テ
其
管
下
港
湾
出
入
及
ヒ
繋
船
舶
ノ
此
規
則
ヲ
遵
守
ス
ル
ヤ
否
ヲ
時
々
監
査
セ
シ
ム

へシ」

第
八
候
「
此
規
則
ヲ
違
犯
セ
シ
ヲ
訴
出
ル
モ
ノ
へ
ハ
本
犯
罰
金
ノ
半
額
ヲ
貰
興
ス
へ
シ
」

す
な
わ
ち
第
四
懐
で
灯
火
に
関
し
て
初
め
て
罰
則
を
定
め
、
第
八
候
に
基
づ
い
て
実
効
性
を
高
め
る
政
策
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
第
五
候
で
、
無
灯
火
に

関
連
し
て
発
生
し
た
衝
突
に
お
け
る
基
本
的
な
損
害
賠
償
基
準
を
示
し
、
第
七
候
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
の
遵
守
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
統
一
的
な
実
施

方
法
を
定
め
た
。
海
上
衝
突
預
防
副
則
は
明
治
十
四
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
罰
則
規
定
そ
の
も
の
は
海
上
衝
突
預
防
規
則
に
引
き
継
が
れ
、
海
上
衝
突

珠
防
法
が
成
立
し
た
明
治
二
十
五
年
ま
で
存
続
し
た
。
し
か
し
罰
則
に
よ
り
担
保
さ
れ
た
の
は
灯
火
の
部
分
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
航
法
違
反
等
に
つ

い
て
は
、
依
然
と
し
て
第
二
十
傑
に
基
づ
い
て
そ
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。
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千
八
百
七
十
九
年
の
英
国
の
海
上
衝
突
予
防
規
則
に
基
づ
き
、
明
治
十
三
年
に
海
上
衝
突
預
防
規
則
は
太
政
官
変
口
第
三
十
五
班
を
も
っ
て
改
正
さ

れ
、
全
条
文
2
6
箇
条
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
特
徴
と
し
て
は
、
別
則
と
し
て
第
二
↑
五
候
で
地
方
の
航
行
規
則
の
施
行
を
認
め
た
こ
と
と
、
第
二
十
六

候
で
各
国
政
府
が
定
め
た
軍
艦
の
燈
火
等
の
規
則
を
尊
重
す
る
旨
を
定
め
た
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
前
述
の
海
上
衝
突
預
防
規
則
の
廃
止
に
伴
い
、
明
治

十
四
年
第
三
十
三
競
布
告
を
も
っ
て
次
の
よ
う
な
罰
則
を
追
加
し
、
全
条
文
2
7
箇
条
と
な
っ
た
。

第
二
十
七
候
「
凡
船
舶
合
格
ノ
燈
寵
及
信
競
器
ヲ
所
持
セ
ス
若
ク
ハ
鮎
燈
及
信
競
ヲ
怠
り
又
ハ
燈
籠
ノ
装
置
ヲ
過
リ
タ
ル
者
ハ
拾
園
以
上
式
拾

園
以
下
ノ
罰
金
二
虞
ス
」

こ
れ
は
海
上
衝
突
譲
防
副
則
に
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
罰
金
の
額
は
概
ね
二
倍
に
強
化
さ
れ
た
。
な
お
明
治
十
八
年
第
二
十
七
輩
布
告
を
も
っ
て
全

条
文
は
2
8
箇
条
（
難
船
信
兢
追
加
）
と
な
っ
た
。
ま
た
従
来
の
規
則
の
よ
う
な
操
船
術
的
な
説
明
や
図
解
は
な
く
な
り
、
近
代
的
な
法
規
の
形
態
を
と

る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
ま
で
の
海
上
衝
実
の
予
防
に
関
す
る
規
則
は
、
そ
の
法
規
範
が
国
際
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
英
国
と
い
う
一
つ
の
海
洋
国
家
の
海
上

衝
突
予
防
規
則
の
模
倣
で
あ
っ
た
。
一
方
、
通
商
貿
易
の
発
展
に
伴
っ
て
、
各
国
は
海
洋
に
お
け
る
船
舶
の
衝
突
を
未
然
に
防
止
で
き
る
国
際
慣
習
が

成
立
す
る
こ
と
を
望
み
、
そ
の
よ
う
な
要
請
か
ら
千
八
百
八
十
九
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
万
国
海
事
会
議
（
2
8
箇
国
）
で
初
め
て
国
際
規
則
と
い

う
も
の
、
か
誕
生
し
た
。
た
だ
こ
の
国
際
規
則
は
条
約
の
形
式
を
と
る
も
の
で
は
な
く
、
一
種
の
模
範
法
典
と
し
イ
塩
国
が
道
義
的
に
こ
れ
と
同
一
の
国

内
法
を
制
定
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
際
法
と
し
て
の
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
筍
ま
た
そ
の
骨
格
は
、
や
は
り
当
時

強
大
な
海
洋
支
配
力
を
有
し
て
い
た
英
国
の
海
上
衝
突
予
防
規
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
国
際
的
な
海
上
衝
突
予
防
の
規
則
と
し

て
近
代
的
な
法
典
の
形
式
が
確
立
さ
れ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
こ
の
国
際
規
則
を
国
内
法
化
し
て
、
全
条
文
3
4
箇
条
か
ら
な
る
海
上
衝
突
預
防
法

（
明
治
二
十
五
年
法
律
第
五
撃
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
総
則
に
お
い
て
初
め
て
適
用
範
囲
を
「
本
法
ハ
海
洋
卜
海
洋
按
績
ノ
場
所
ト
ヲ
問

ハ
ス
凡
ソ
航
洋
船
ノ
運
航
シ
得
へ
キ
水
上
二
於
ケ
ル
船
舶
二
適
用
ス
」
と
定
め
た
。
ま
た
附
則
に
お
い
て
日
本
形
船
は
十
石
を
も
っ
て
一
噸
に
換
算
す

る
旨
を
明
示
し
た
。
一
方
、
明
治
九
年
か
ら
続
い
て
き
た
罰
則
に
基
づ
い
た
強
制
は
、
こ
の
時
点
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
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国
際
規
則
と
同
一
の
国
内
法
を
制
定
す
る
と
い
う
〝
国
内
法
化
に
お
け
る
基
本
的
な
精
神
″
が
出
来
上
が
っ
た
と
言
え
る
。
当
時
の
貴
族
院
議
事
速
記

録
に
お
い
て
、
特
別
委
員
長
村
田
保
は
次
の
よ
う
に
法
案
説
明
を
し
て
い
る
。

「
‥
・
故
二
慣
令
一
事
タ
リ
ト
モ
改
正
増
補
ヲ
ナ
サ
ム
ト
シ
マ
ス
ル
ニ
ハ
右
ノ
二
十
八
箇
園
ノ
政
府
二
通
牒
ヲ
致
シ
テ
各
国
ノ
同
意
ヲ
得
夕

上
デ
ナ
ケ
レ
バ
出
来
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
（
中
略
）
故
二
容
易
二
改
正
ハ
出
来
ヌ
モ
ノ
ト
存
ジ
マ
ス
ル
」

結
局
、
当
時
の
国
会
審
議
で
は
本
質
的
な
内
容
の
変
更
は
許
さ
れ
ず
、
形
式
的
な
文
言
の
修
正
の
み
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
を
除
く
主
要
海
運
国
3
9
箇
国
に
よ
る
千
九
百
四
十
八
年
の
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
の
承
認
に
伴
い
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
今
ま
で
の
法
律

を
見
直
し
、
海
上
衝
突
予
防
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
　
（
以
下
、
旧
海
上
衝
突
予
防
法
と
い
う
）
が
成
立
し
た
。
当
時
、
わ
が
国
は

終
戦
直
後
と
い
う
背
景
か
ら
国
際
会
議
に
は
出
席
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
改
正
作
業
に
際
し
て
は
忠
実
な
翻
訳
や
解
釈
に
か
な
り
手
間
取
っ
た
。
第
十
六

回
国
会
参
議
院
運
輸
委
員
会
に
お
い
て
は
、
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
と
旧
海
上
衝
突
予
防
法
と
の
関
係
、
海
上
保
安
庁
の
船
舶
に
対
す
る
旧
海
上
衝

突
予
防
法
の
適
用
、
衝
突
の
責
任
追
及
や
罰
則
適
用
の
問
題
等
に
つ
い
て
慎
重
に
議
論
さ
れ
た
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
海
上
交
通
の
国
際
的
性
格
に
鑑

み
、
わ
が
国
政
府
は
国
際
的
統
一
ル
ー
ル
と
し
て
の
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
を
忠
実
に
翻
訳
し
、
他
の
承
認
国
と
同
様
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
及
び
同
一

形
式
の
も
の
を
国
内
法
化
し
た
。
今
ま
で
の
海
上
衝
突
預
防
法
と
の
主
た
る
相
違
点
は
、
水
上
航
空
機
に
関
す
る
規
定
の
追
加
、
燈
火
の
視
認
距
離
の

一
部
延
長
、
停
泊
船
舶
の
形
象
物
に
関
す
る
規
定
の
追
加
、
狭
い
水
道
に
お
け
る
信
号
の
追
加
、
遭
難
信
号
の
追
捕
、
一
般
船
舶
と
漁
ろ
う
船
と
の
航

法
の
改
定
、
操
舵
号
令
に
関
す
る
規
定
の
追
加
で
あ
る
。
成
立
当
時
の
全
条
文
は
3
2
箇
条
で
あ
っ
た
が
、
後
の
改
正
で
操
舵
号
令
に
関
す
る
規
定
が
削

除
さ
れ
3
1
箇
条
と
な
っ
た
。

現
行
の
海
上
衝
突
予
防
法
（
以
下
、
本
法
と
い
う
）
　
は
、
千
九
百
七
十
二
年
の
海
上
に
お
け
る
衝
突
の
予
防
の
た
め
の
国
際
規
則
に
関
す
る
条
約
に

添
付
さ
れ
て
い
る
千
九
百
七
十
二
年
の
海
上
に
お
け
る
衝
突
の
予
防
の
た
め
の
国
際
規
則
（
以
下
、
七
十
二
年
国
際
規
則
と
い
う
）
　
に
準
拠
し
て
制
定

さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
五
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
十
二
年
国
際
規
則
は
、
海
上
交
通
の
ふ
く
そ
う
化
や
船
舶
の
高
速
化
・

大
型
化
・
高
度
化
・
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
、
政
府
間
海
事
協
議
機
関
（
t
h
e
 
I
n
t
e
r
よ
○
完
r
コ
日
e
n
t
a
－
M
a
r
i
t
i
m
e
 
C
O
n
S
u
l
t
a
t
i
完
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O
r
g
a
コ
i
z
a
t
i
O
コ
‥
I
M
C
O
）
に
お
け
る
四
年
間
の
討
議
の
末
、
最
終
案
、
か
ま
と
め
ら
れ
た
。
本
法
は
全
条
文
窟
条
か
ら
な
り
、
第
三
条
か
ら
第
三
十

七
条
ま
で
の
規
定
の
構
成
は
国
際
規
則
と
同
様
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
第
左
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
法
が
七
十
二
年
国
際
規
則
の
規
定
に
準
拠
し
て

い
る
こ
と
を
明
言
し
、
航
法
や
灯
火
・
形
象
物
・
信
号
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
海
1
に
お
け
る
船
舶
の
衝
突
を
予
防
し
、
も
っ
て
船

舶
交
通
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

以
上
、
歴
史
的
に
海
上
衝
突
予
防
法
の
変
遷
を
追
っ
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
海
1
交
通
の
特
殊
性
か
ら
万
国
共
通
の
国
際
ル
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
国

内
法
化
し
、
そ
の
必
要
性
と
遵
守
す
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
広
く
海
事
関
係
者
に
対
し
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
最
大
の
意
義
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る。

三
　
立
法
過
程
に
お
け
る
法
的
性
格

こ
の
種
の
法
律
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
成
立
す
る
背
景
と
な
っ
た
社
会
的
要
因
、
立
法
過
程
、
法
独
自
の
理
論
や
実
態
を
加
味
し
た
普
遍
的
な
法
的

性
格
に
つ
い
て
論
究
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
歴
史
的
な
流
れ
か
ら
考
察
す
る
と
、
法
律
自
体
の
名
称
や
法
体
系
は
若
干
変
わ
っ
て
い

る
も
の
の
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
時
代
を
越
え
て
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
若
干
の
資
料
を
も
と
に
海
上

交
通
に
関
す
る
基
本
的
な
論
理
や
解
釈
理
念
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

本
法
は
、
七
十
二
年
国
際
規
則
の
内
容
を
わ
が
国
が
忠
実
に
国
内
法
化
し
た
も
の
で
、
技
術
的
な
原
文
の
直
訳
に
対
し
国
内
法
の
表
現
に
な
じ
む
よ

う
に
配
慮
し
た
こ
と
、
ま
た
従
来
の
法
と
の
連
続
性
や
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
若
干
の
修
正
を
し
た
点
を
除
け
は
、
七
十
二
年
国
際
規
則
の

翻
訳
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
第
妄
（
目
的
）
に
お
い
て
、
「
こ
の
法
律
は
、
千
九
百
七
十
二
年
の
海
上
に
お
け
る
衝
突
の
予
防

の
た
め
の
国
際
規
則
に
関
す
る
条
約
に
添
付
さ
れ
て
い
る
千
九
百
七
十
二
年
の
海
1
に
お
け
る
衝
突
の
予
防
の
た
め
の
国
際
規
則
の
規
定
に
準
拠
し

て
‥
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
〝
準
拠
し
て
″
と
は
、
「
の
っ
と
っ
且
、
ま
た
は
、
「
気
持
ち
の
上
か
ら
言
う
と
規
定
に
即
し
て
と
か
、
あ
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る
い
ほ
規
定
を
実
施
す
る
た
め
色
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
本
法
は
数
あ
る
条
約
の
国
内
法
化
の
立
法
例
の
中
で
も
、
そ
の
法
体
系
や
表
現
形
態
、
か

国
際
規
則
の
忠
実
な
翻
訳
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、
か
わ
か
る
。
こ
の
立
法
精
神
は
過
去
の
歴
史
的
経
緯
か

ら
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
海
上
衝
突
預
防
法
に
関
す
る
国
会
議
事
録
ば
は
、
「
是
ハ
翻
諾
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
悉
ク
翻
諾
ヲ
是
へ
寓
シ
タ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ

マ
ス
（
中
略
）
箇
燥
ノ
中
之
ヲ
修
正
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
彼
ノ
列
国
政
府
1
南
合
ヲ
シ
テ
然
ル
後
デ
ナ
ケ
レ
バ
之
ヲ
改
エ
ル
コ
ト
、

之
ヲ
修
正
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
‥
」
と
い
う
説
明
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
旧
海
上
衝
突
予
防
法
に
関
す
る
運
輸
委
員
会
会
議
録
に
は
、

「
船
舶
交
通
の
国
際
性
に
鑑
哀
ま
し
て
、
で
き
る
限
り
世
界
共
通
の
も
の
で
あ
る
こ
止
厄
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
本
法
案
も
国
際
海
上
腐
壌

予
防
規
則
と
同
一
内
容
及
び
同
一
形
式
の
も
の
と
す
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
た
・
・
J
と
い
う
発
言
が
あ
る
。
さ
ら
に
本
法
に
関
す
る
国
会
答
弁
で

は
、
「
世
界
の
有
数
な
海
洋
国
と
し
て
、
も
ち
ろ
ん
海
上
交
通
規
則
の
統
一
性
を
確
保
す
る
国
際
ル
ー
ル
を
、
一
刻
も
早
く
条
約
に
加
入
を
し
て
国
内

法
化
し
た
い
‥
」
　
「
海
上
衝
突
予
防
法
が
海
上
交
通
の
本
当
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
こ
と
い
っ
た
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
か
ら
考
察
す
る
と
、
本
法
は
き
わ
め
て
国
際
性
を
重
視
し
た
法
律
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
理
由
の
根
底
に
は
、
海
と
船
舶
を
介
し
世
界
の
港
と

通
じ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
日
本
船
舶
が
言
語
、
慣
習
、
法
制
度
等
の
異
な
る
各
国
の
港
に
行
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
逆
に
そ
れ
ら
各
国
の

船
舶
が
日
本
に
寄
港
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
海
上
交
通
規
則
の
統
一
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
い
う
日
本
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方

が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
条
約
と
い
う
性
格
上
、
各
国
政
府
の
主
張
の
う
ち
必
要
最
小
限
度
の
法
規
範
、
換
言
す
れ
ば
各
国
政
府
の
利

害
関
係
の
妥
協
点
と
し
て
の
法
規
範
が
成
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
本
法
の
行
動
規
範
の
中
核
は
、
良
き
慣
行
の
積
重
ね
で
あ
る
船
員
の
常
務
（
O
r
d
l
コ
a
r
y
P
r
a
C
二
c
c
0
f
 
s
e
a
自
己
コ
）
の
う
ち
基
本
的
な
部
分
を

明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
本
法
で
い
う
船
員
の
常
務
と
は
、
海
事
関
係
者
の
常
識
、
す
な
わ
ち
通
常
の
船
員
な
ら
ば
当
然

知
っ
て
い
る
は
ず
の
知
識
、
経
験
、
慣
行
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
意
磨
し
、
当
為
性
を
有
す
る
一
種
の
経
験
則
で
あ
り
、
条
理
法
的
性
格
を
有
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
本
法
は
、
基
本
的
に
は
「
航
海
術
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
出
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
し
か
も
技
術
法
規
と
し
て
海
技
士
が
遵
守
す
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べ
き
基
礎
的
な
部
分
し
か
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
他
の
文
献
に
は
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
も
と
に
な
っ
た
国
際
規
則
に
つ
い
て
、

「
一
種
の
道
徳
的
規
定
で
あ
り
、
船
舶
運
用
技
術
的
テ
キ
ス
ト
で
も
争
」
と
か
、
「
長
い
間
操
船
マ
ニ
ュ
ア
ル
若
し
く
は
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の

性
格
を
有
す
き
と
評
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
本
法
第
三
十
九
条
に
つ
い
て
は
、
「
わ
が
国
法
曹
界
の
意
見
で
は
道
徳
任
意
規
定
で
あ
っ
て
、

）0

海
上
衝
突
予
防
法
に
規
定
す
る
必
要
が
な
い
、
と
さ
れ
る
意
見
、
か
多
い
r
と
あ
り
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
法
規
範
と
し
て
の
性
格
が
漠
然
と
し
て
き
て

いる。今
ま
で
は
第
一
条
（
目
的
）
の
規
定
に
関
連
し
て
法
的
性
格
を
論
じ
て
き
た
が
、
次
に
第
二
条
（
適
用
船
舶
）
に
関
連
す
る
部
分
を
取
り
あ
げ
て
み

る。

第
二
条
「
こ
の
法
律
は
、
海
洋
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
航
洋
船
が
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
域
の
水
上
に
あ
る
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船

舶
に
つ
い
て
壕
眉
川
す
る
」

こ
の
条
文
の
一
般
的
な
解
釈
で
は
、
海
洋
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
航
洋
船
が
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
域
の
水
上
に
あ
る
船
舶
は
、
す
べ
て
本
法
の

適
用
船
舶
に
該
当
す
る
。
こ
こ
で
適
用
水
域
に
つ
い
て
は
、
条
文
の
解
釈
上
、
国
際
法
の
関
係
で
言
え
ば
海
洋
の
定
義
と
航
洋
船
（
s
e
a
g
；
g
く
e
S
S
e
－
S
）

の
定
義
が
問
題
と
な
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
海
洋
と
は
海
の
広
が
り
を
捉
え
た
概
念
で
あ
り
、
そ
の
法
的
な
曹
操
や
地
理
的
範
囲
が
不
明

確
で
あ
る
。
本
法
第
二
条
は
、
七
十
二
年
国
際
規
則
に
お
け
る
A
部
総
則
第
一
条
届
に
相
当
す
る
が
、
以
下
に
示
す
と
お
り
、
本
法
の
海
洋
に
対
比
さ

れ
る
用
語
は
公
海
（
h
i
g
h
 
s
e
a
s
）
に
な
っ
て
い
る
。

R
U
⊆
－
A
p
p
〓
c
a
t
i
O
コ

（
a
）
T
h
e
s
e
R
u
－
e
s
 
s
h
a
〓
a
p
p
－
y
t
O
a
＝
v
e
s
s
e
－
s
 
u
p
O
コ
t
h
e
h
i
g
h
s
e
a
S
 
a
コ
d
 
i
n
 
a
＝
邑
2
「
S
 
C
…
e
C
t
e
d
t
h
e
r
e
≡
h
コ
a
く
i
g
a
b
1
2

b

y

s

e

a

g

…

g

く

e

S

S

e

－

S

・

　

　

　

　

　

　

　

　

吻

・
h
i
g
h
s
e
a
s
・
と
海
洋
を
同
義
と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
1
－
m
i
g
h
s
e
a
S
・
ほ
国
際
法
と
り
わ
け
海
洋
法
に
お
け
る
重
要
な
法
的
概
念
で
あ
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。
、
本
法
と
国
際
衝
突
予
防
規
則
と
の
相
互
関
係
・
か
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
七
十
二
年
国
際
規
則
の
締
結
国
と
非
締
結

国
の
船
舶
問
の
旗
国
主
義
を
と
る
公
海
上
で
の
適
用
関
係
に
不
明
確
な
点
が
あ
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
河
口
や
湖
へ
の
適
用
の
可

否
を
決
定
す
る
た
め
の
法
律
要
件
と
し
て
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
厳
格
な
形
式
論
理
で
解
釈
し
て
い
く
と
航
洋
船
の
定
義
（
特
に
大
き
さ
・
喫
水
）

に
よ
り
適
用
海
域
が
唆
味
に
な
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
視
点
を
変
え
る
と
、
I
M
O
が
七
十
二
年
国
際
規
則
の
検
討
に
お
い
て
意
図
し
て
い
た
こ
と

は
、
ま
ず
統
一
規
範
と
し
て
衝
突
予
防
規
則
を
定
め
、
陸
地
に
近
い
水
域
に
つ
い
て
は
各
国
の
特
殊
事
情
を
配
慮
し
、
七
十
二
年
国
際
規
則
の
趣
旨
に

反
し
な
い
限
度
で
、
各
国
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
な
童
a
n
d
r
u
－
e
一
を
制
定
屯
。
と
に
期
待
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
。
。
で
本
条
文

の
適
用
海
域
に
関
連
す
る
部
分
の
法
律
要
件
に
つ
い
て
、
法
規
範
文
の
論
理
形
式
化
か
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

《
七
十
二
年
国
際
規
則
》

く
X
－
く
琵
（
（
t
h
e
 
h
i
g
h
 
s
e
a
s
（
X
こ
）
く

（
（
a
〓
書
t
e
r
S
 
C
O
コ
コ
e
C
t
e
d
 
t
h
e
 
h
i
g
h
 
s
e
a
s
（
X
N
）
）
A

（
a
〓
邑
e
r
s
コ
a
三
g
a
b
－
e
 
b
y
 
s
e
a
g
O
i
コ
g
 
V
e
S
S
e
－
S
（
X
N
）
）
）
）

《
本
　
法
》

く
X
－
d
X
N
　
（
　
（
前
章
（
X
こ
　
）
く

（
（
静
稲
芦
布
部
ヰ
か
き
蕪
（
X
N
）
）
A

（
要
望
苦
義
塾
や
誓
言
女
↓
警
芸
志
（
X
N
）
）
）
）

議
論
を
単
純
化
す
る
た
め
に
本
法
の
論
理
式
で
分
析
す
る
と
、
海
洋
の
明
確
な
範
囲
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
場
合
に
は
適
用
水
域
に
関
連
す

る
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
法
律
要
件
を
充
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。

①
　
く
X
〓
コ
〇
二
爺
彗
－
、
布
部
ヰ
か
決
病
（
X
〓
）
A

（
繋
箱
寮
碧
舞
茸
ヰ
か
r
Y
付
票
d
W
か
貴
賎
（
X
）
〓
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②
　
く
X
（
（
前
項
芦
落
部
ヰ
か
栄
転
（
X
）
）
A

（
g
t
（
要
望
苦
義
塾
†
誓
言
洩
ら
讐
笠
忌
　
（
X
）
）
）
）

③
　
4
X
（
（
n
O
t
（
前
章
芦
薙
藻
ヰ
示
呉
恕
（
X
〓
）
A

（
n
O
t
（
要
望
音
義
司
や
誓
言
も
古
竺
笠
忌
　
（
X
）
）
）
）

こ
の
う
ち
特
に
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
②
で
あ
り
、
航
洋
船
の
解
釈
如
何
に
よ
っ
て
は
適
用
水
域
が
不
明
確
と
な
り
、
本
法
の
立
法
趣
旨
と

異
な
っ
て
く
る
場
合
も
有
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
適
用
船
舶
自
体
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
規
則
が
す
べ
て
の
船
舶
を
対
象
と
す
る
必
要
性
が
あ
る
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
、
特
定
の
船
舶
を

適
用
除
外
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
規
則
の
目
的
か
ら
は
好
ま
し
い
、
若
し
く
は
実
際
的
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
（
中
略
）
規
則
に
は
す
べ
て
の
船
舶
交

通
の
態
様
を
規
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
且
つ
、
細
部
迄
規
定
す
る
こ
と
は
規
則
を
繁
雑
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
却
っ
て
、
規
則
の
運
用
の
障

）．4

害
に
な
る
場
合
も
生
ず
る
か
ら
で
あ
句
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
は
海
上
の
特
殊
性
や
立
法
政
策
上
、
網
羅
的
な
規
定
の
仕
方
が
不
可
能
で
あ

る
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
た
結
果
、
あ
る
特
定
の
船
舶
に
つ
い
は
適
用
除
外
と
し
た
万
、
か
運
用
上
好
ま
し
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
単
に
適
用
除

外
と
す
る
な
ら
ば
既
存
の
海
上
交
通
秩
序
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
た
め
、
国
内
事
情
も
考
慮
し
た
新
た
な
立
法
も
し
く
は
法
律
の
改
正
等
、
何
ら

か
の
法
の
手
当
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
別
の
国
内
法
が
存
在
す
る
現
状
か
ら
判
断
し
て
、
さ
ら
に
船
舶
別
・
形
態
別
に
新

た
な
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
は
、
海
上
交
通
に
関
す
る
法
的
安
定
性
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
法
は
、
あ
く
ま
で
も
海
上
交
通
の

基
本
法
と
し
て
の
性
格
を
維
持
し
っ
つ
、
特
定
の
地
域
、
特
定
の
船
舶
、
特
定
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
あ

る
種
の
適
用
除
外
規
定
や
特
別
規
定
を
本
法
の
中
に
明
記
し
て
お
く
こ
と
が
他
の
船
舶
に
広
く
周
知
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

る。

一
方
、
わ
が
国
で
は
過
去
に
旧
海
上
衝
突
予
防
法
に
関
す
る
運
輸
委
員
会
に
お
い
て
、
海
上
保
安
庁
関
係
の
船
舶
の
特
例
に
つ
い
て
審
議
し
た
経
緯

が
あ
る
。
当
時
は
第
十
三
条
（
軍
艦
等
の
燈
火
及
び
形
象
物
の
特
別
規
則
）
に
関
連
し
、
軍
艦
の
存
在
し
な
い
日
本
に
お
け
る
本
条
の
存
在
が
議
論
さ
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れ
た
が
、
そ
の
際
に
特
殊
任
務
に
つ
く
船
舶
に
特
例
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
指
摘
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
「
簡
単
に
消
防
の
場
合
に
交
通
法
規
を
無
視

す
る
よ
う
に
、
赤
い
消
防
自
動
車
が
ぶ
っ
飛
ん
で
行
く
よ
う
に
、
私
は
少
な
く
と
も
海
上
保
安
隊
の
関
係
の
船
舶
が
、
或
る
程
度
特
別
な
規
定
の
下
に

保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
や
り
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
救
済
的
な
規
定
が
、
独
自
の
も
の
で
す
か
ら
、
戦

争
を
廃
棄
し
た
国
に
お
け
る
一
つ
の
形
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
そ
の
場
合
に
お
い
イ
ト
特
に
そ
う
い
う
点
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
こ
う
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
用
意
が
な
か
っ
た
の
か
、
こ
う
い
う
よ
う
な
点
で
す
。
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
日
本
固
有
の
背
景
を
も
と
に
し
た
国
内

法
化
の
動
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
政
府
委
員
か
ら
の
答
弁
は
、
「
私
ど
も
の
ほ
う
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
船
に
つ
い
て
、
そ
の
運
航
等
に
つ
き
ま
し
て

も
、
現
在
こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
ま
し
て
、
格
別
不
自
由
も
感
じ
な
い
で
済
む
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
例
は
設
け
る
つ
も
り
は

咽

な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
阜
彗
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
世
論
の
中
に
軍
隊
と
い
う
文
言
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
日
本
独
自
の
国
内
法
化
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
海
上
交
通
に
関
す
る
国
際
ル
ー
ル
の
統
一
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
日
本
船
舶
・
外
国
船
舶
を
問
わ
ず
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
単

な
る
国
内
法
化
だ
け
の
問
題
と
捉
え
ず
に
、
各
国
同
意
の
も
と
で
の
国
際
規
則
の
改
正
が
望
ま
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
航
法
上
の
プ
リ
ビ
レ
ッ
ジ

（
p
r
i
く
〓
e
g
e
）
を
付
与
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
I
M
O
第
2
7
回
航
行
安
全
小
委
員
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
特
別
な
目
的
を

憤
り

も
っ
て
他
船
に
接
近
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
船
の
よ
う
な
船
舶
に
特
殊
な
信
号
を
掲
げ
る
と
い
う
捉
範
訂
し
て
い
る
。
法
制
度
に
基
づ
い
た
行
動
規
範
と
現

実
の
船
舶
の
行
動
と
の
間
に
イ
ン
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
（
i
コ
C
O
コ
S
i
s
t
e
コ
C
y
）
が
生
じ
た
場
合
、
一
般
的
に
は
規
則
の
改
正
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
か
、
各

国
の
利
害
の
対
立
と
か
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
問
題
、
多
様
な
船
舶
や
価
値
観
の
異
な
る
人
種
が
混
在
す
る
海
上
で
の
統
一
性
の
問
喝
　
改
正
が
及
ぼ
す
影

響
の
評
価
等
を
勘
案
す
る
と
、
I
M
O
の
会
議
の
場
に
お
い
て
も
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
考
察
す
る
と
、

国
際
規
則
自
体
は
海
上
交
通
の
法
秩
序
の
中
核
を
形
成
す
る
必
要
最
小
限
度
の
法
規
範
を
一
般
的
抽
象
的
に
明
文
化
し
、
そ
の
解
釈
や
運
用
に
際
し
て

は
各
国
政
府
の
方
針
や
船
員
の
常
務
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
行
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
国
際
規

則
を
翻
訳
し
て
成
立
し
た
海
上
衝
突
予
防
法
は
、
国
際
的
な
基
本
ル
ー
ル
で
認
識
す
べ
き
法
規
範
を
明
記
し
た
伝
統
的
な
法
律
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
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有
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
際
的
運
用
と
な
る
と
限
界
も
多
い
と
言
え
る
。

四
　
責
任
追
及
過
程
に
お
け
る
法
的
性
格

こ
こ
で
は
過
失
認
定
の
根
拠
の
立
場
か
ら
本
法
の
性
格
を
論
じ
て
み
る
。
本
法
第
三
十
九
条
は
、
注
意
等
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
の
責

任
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
三
十
九
条
「
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
適
切
な
航
法
で
運
航
し
、
灯
火
若
し
く
は
形
象
物
を
表
示
し
、
若
し
く
は
信
号
を
行
う
こ
と
又
は
船
員

の
常
務
と
し
て
若
し
く
は
そ
の
時
の
特
殊
な
状
況
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
注
意
を
す
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
結

果
に
つ
い
て
、
船
舶
、
船
舶
所
有
者
、
船
長
又
は
海
員
の
責
任
を
免
除
す
る
も
の
で
は
な
い
」

こ
の
場
合
に
本
法
で
直
接
罰
則
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
刑
事
上
・
民
事
上
・
行
政
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
そ
れ
は
衝
突

事
故
が
発
生
し
た
後
の
責
任
の
追
及
、
す
な
わ
ち
現
実
の
衝
突
事
故
を
前
提
と
し
て
、
し
か
も
多
く
の
場
合
は
過
失
に
よ
り
発
生
す
る
の
で
事
後
的
に

各
種
の
注
意
義
務
違
反
に
対
し
て
責
任
が
追
及
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
結
果
が
発
生
し
な
け
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
本
法
に
は
罰
則
規
定
が
な
い
た

め
に
、
単
に
本
法
違
反
だ
け
で
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
他
の
文
献
に
お
い
て
は
、
「
特
に
本
候
が
設
け
ら
れ
た
理
由
は
、
船
員
等
に
対
し
て

の
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、
本
懐
は
立
法
者
の
老
婆
心
か
ら
、
特
に
船
員
等
に
対
し
て
、
本
法
に
違
反
し
た
場
合
は
他
の
各
種

の
法
令
上
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
・
か
で
き
な
い
旨
の
忠
告
と
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
句
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
本
条
が
一
種
の
宣
言
規
定
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
右
。

基
本
的
に
は
、
過
失
に
対
す
る
各
種
の
責
任
は
、
刑
法
に
お
け
る
業
務
上
過
失
往
来
危
険
（
同
法
第
二
一
九
条
第
二
項
）
、
民
法
に
お
け
る
不
法
行

為
（
同
法
第
七
〇
九
条
）
、
海
難
審
判
法
に
お
け
る
懲
戒
（
同
法
第
四
条
第
二
項
第
三
項
）
等
を
根
拠
に
裁
判
所
や
海
難
審
判
庁
に
お
い
て
追
及
さ
れ

る
。
過
失
の
構
造
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
過
失
理
論
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
一
般
的
に
は
過
失
の
本
質
を
客
観
的
注
意
義
務
違
反
と
し
て
捉
え
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て
い
る
。
し
た
、
か
っ
て
操
船
の
立
場
に
あ
る
者
が
、
あ
る
具
体
的
な
状
況
の
も
と
で
、
客
観
的
に
み
て
、
衝
突
事
故
の
発
生
を
予
見
で
き
た
か
ど
う
か

と
い
う
予
見
可
能
性
、
そ
し
て
衝
突
事
故
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
と
い
う
結
果
回
避
可
能
性
が
中
心
的
な
争
点
と
な
る
。
一
方
、

同
じ
衝
突
事
故
に
お
い
て
も
、
事
実
認
定
の
相
違
や
違
法
性
の
判
断
の
相
違
か
ら
刑
事
裁
判
と
海
難
審
判
と
の
結
論
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
民

法
に
お
い
て
は
過
失
相
殺
の
規
定
（
同
法
第
七
二
二
条
）
、
か
あ
り
、
過
失
責
任
の
相
殺
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
れ
の
責
任
に
お
い
て
も
基
本

的
な
過
失
認
定
の
構
造
は
同
じ
で
あ
る
と
解
す
句
し
た
が
っ
て
以
↑
に
お
い
て
は
、
刑
事
裁
判
と
海
難
審
判
の
過
失
認
定
の
見
地
か
ら
本
法
の
性
格

を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

行
政
法
上
の
義
務
規
定
は
、
遵
守
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
状
況
を
防
止
す
る
目
的
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く

の
場
合
、
過
失
の
有
無
の
判
断
基
準
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
過
失
の
有
無
と
行
政
法
上
の
規
則
違
反
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は

な
い
。
海
上
交
通
の
安
全
に
か
か
わ
る
客
観
的
注
意
義
務
は
、
い
わ
ゆ
る
海
1
交
通
の
基
本
法
た
る
本
法
を
は
じ
め
、
海
上
交
通
安
全
法
・
港
則
法
の

条
文
に
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
失
の
本
質
で
あ
る
注
意
義
務
違
反
に
関
連
し
、
条
文

上
の
往
昔
義
務
（
規
範
的
注
意
義
務
）
違
反
と
そ
の
他
の
注
意
義
務
（
一
般
的
注
意
義
務
）
違
反
が
存
在
す
る
。
一
般
に
後
者
の
義
務
違
反
に
つ
い
て

は
、
「
船
員
の
常
務
（
船
員
の
良
き
慣
行
の
積
み
重
ね
）
」
と
い
う
概
念
や
海
難
審
判
上
の
「
職
務
上
の
過
失
」
と
い
う
文
言
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
観
点
か
ら
本
法
を
み
て
い
く
と
、
海
上
に
お
け
る
衝
突
を
予
防
す
る
1
で
、
業
務
上
、
表
通
常
の
操
船
者
に
必
要
と
さ
れ
る
種
々
の
客
観
的
注

意
義
務
の
う
ち
で
も
定
型
的
な
も
の
や
類
型
的
な
も
の
を
明
文
化
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
一
般
に
法
規
範
文

と
し
て
網
羅
的
に
記
述
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
個
々
具
体
的
な
事
例
の
裁
判
や
審
判
の
中
で
論
じ
ら
れ
、
判
例
や
裁
決
と
い
う
形
で
明
示

さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
法
は
過
失
の
認
定
に
お
け
る
第
一
次
的
な
客
観
的
注
意
義
務
を
明
記
し
た
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

と
こ
ろ
が
本
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
は
、
〝
切
迫
し
た
危
険
の
あ
る
特
殊
な
状
況
〟
に
お
い
て
は
、
本
法
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
記

述
し
て
あ
る
。
こ
の
規
定
は
海
上
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
も
の
で
、
予
期
さ
れ
な
い
不
測
の
事
態
を
は
じ
め
・
船
舶
の
性
能
に
基
づ
く
特
殊
な
状
況
を

勘
案
し
た
場
合
に
配
慮
す
べ
き
事
態
や
地
形
、
気
象
、
海
象
等
の
自
然
環
境
に
基
づ
く
や
む
を
得
な
い
事
能
等
を
想
定
し
た
も
の
で
る
。
こ
の
場
合
に
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段
階
的
過
失
論
に
基
づ
き
客
観
的
注
意
義
務
を
追
及
し
て
い
く
と
、
〝
切
迫
し
た
危
険
の
あ
る
特
殊
な
状
況
〟
の
段
階
を
通
し
て
衝
突
事
故
に
至
っ
た

場
合
・
ま
ず
操
船
者
の
裁
量
的
な
行
動
を
衝
突
時
に
遡
っ
て
一
般
的
抽
象
的
概
念
に
基
づ
い
て
判
断
し
、
本
法
上
の
規
定
は
第
二
次
的
に
考
慮
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
規
定
は
一
種
の
緊
急
避
難
的
な
性
格
を
有
し
た
も
の
で
あ
り
、
〝
切
迫
し
た
危
険
の
あ
る
特
殊
な
状
況
〟
に
お
い
て
は
必
然
的
に
操
船

者
が
経
験
則
上
最
善
と
思
わ
れ
る
行
動
、
換
言
す
れ
ば
海
事
従
事
者
か
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
良
き
慣
行
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
法
政
策
上
・
極
端
な
概
念
法
学
的
思
考
の
弊
害
を
未
然
に
防
止
す
る
苦
味
で
再
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
陸

上
交
通
に
お
い
て
も
道
路
交
通
法
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
緊
急
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
運
転
者
は
た
と
え
道
路
交
通
法
に
違
反
し
て
も
、

そ
の
具
体
的
事
態
に
お
い
て
最
善
と
思
わ
れ
る
行
為
に
出
て
自
己
ま
た
は
他
人
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
（
例
え
ば
交
差
点
で
信
号

待
ち
し
て
い
る
と
き
に
大
型
車
が
突
っ
込
ん
で
き
た
と
き
は
赤
信
号
に
も
か
か
わ
ら
ず
信
号
を
無
視
し
て
避
け
る
場
合
等
）
。
し
た
、
か
っ
て
、
そ
の
意

味
で
第
三
十
八
条
第
二
項
は
前
述
の
第
三
十
九
条
と
同
様
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
船
員
の
常
務
と
し
て
当
然
と
る
べ
き
行
動
規
範
を
再
確
認
す
る
意

味
で
宣
言
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
三
十
八
条
と
第
三
十
九
条
が
、
本
法
の
「
第
五
章
　
補
則
」
に
お
い
て
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
法
令
の
基
本
的
な
規
定
に
対
す
る
補
完
的
な
規
定
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
七
十
二

年
国
際
規
則
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
条
項
は
A
部
総
則
第
二
条
す
な
わ
ち
規
則
の
最
初
の
方
に
明
示
さ
れ
て
お
り
、
各
国
の
立
法
形
式
・
技
術
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
操
船
者
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
等
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
認
識
の
相
違
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
こ
れ

ら
の
規
定
は
操
船
者
に
対
し
て
最
大
限
の
裁
量
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
交
通
法
令
と
し
て
は
極
め
て
異
質
な
体
系
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
は
過
失
理
論
に
お
け
る
学
説
的
論
争
の
展
開
は
避
け
る
が
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
海
上
交
通
法
令
の
も
と
で
従
来
か
ら
船
舶
衝
突
車

佃
詣
般
に
交
通
体
系
に
お
け
る
信
頼
の
原
則
と
は
、
「
特
別
な
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、

故
に
対
す
る
信
頼
の
原
則
の
適
用
の
可
否
、
か
議
論
さ
れ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
交
通
関
与
者
は
他
の
交
通
関
与
考
か
交
通
秩
序
を
守
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
頼
し
て
も
よ
く
、
し
た
が
っ
て
他
人
が
交
通
秩
序
に
違
反
す
る

4

態
度
に
出
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
は
粗
い
」
と
い
う
も
の
で
、
道
路
交
通
事
故
を
対
象
と
し
た
昭
和
四
十
左
十
二
月
二
十
日
の
最
高
裁
判
例
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（
刑
集
二
十
巻
十
号
千
二
百
十
二
ペ
上
ソ
）
で
是
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
最
高
裁
の
信
頼
の
原
則
に
関
す
る
一
般
的
適
用
要
件
は
、
加

害
車
両
が
交
通
法
規
ま
た
は
交
通
に
関
す
る
条
理
や
慣
行
上
、
他
の
車
両
よ
り
も
先
に
通
行
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
る
場
合
で
、
か
つ
他
の
車
両
が
通

行
順
位
（
そ
の
決
定
基
準
は
交
通
法
規
だ
け
で
な
く
運
転
老
二
般
の
健
全
な
常
識
に
ょ
っ
て
指
示
さ
れ
る
「
交
通
上
の
条
理
や
慣
行
」
に
ま
で
拡
大
さ

か
て
い
る
）
に
違
反
し
て
進
路
喋
っ
て
く
る
産
れ
が
著
し
く
少
な
い
か
、
そ
の
直
れ
ば
あ
る
に
し
て
も
衝
突
事
故
の
発
生
す
る
危
険
性
の
程
度
は
極

め
て
低
い
場
合
に
限
ら
れ
て
い
7
笥
し
か
し
主
観
的
な
背
景
は
別
と
し
て
、
信
頼
の
原
則
が
成
立
す
る
客
観
的
背
景
（
社
会
的
背
景
）
に
は
、
第
一
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
活
水
準
向
上
に
基
づ
く
自
動
車
の
普
及
、
第
二
に
社
会
全
体
が
自
動
車
社
会
の
国
憲
と
そ
の
危
険
性
を
十
分
認
識
し
、
か
つ
容

認
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
法
的
に
も
慣
習
的
に
も
交
通
秩
序
が
緻
密
に
確
立
し
、
事
実
上
、
交
通
関
与
者
か
遵
守
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
こ
と
等

の
要
因
、
か
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
直
ち
に
海
上
交
通
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
「
航
路
と
道
路

鍋

を
法
的
に
評
価
し
た
場
合
、
そ
の
差
異
は
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
単
に
程
度
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
海
上
交
通
法
体
系

の
完
全
性
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
「
船
員
の
常
務
」
の
法
規
範
と
し
て
の
性
格
、
海
上
交
通
関
与
者
の
教
育
状
況
や
海
上
交
通
秩
序
維
持
状
況
、
航

路
・
航
行
援
助
施
設
そ
の
他
の
海
上
交
通
環
境
の
整
備
状
況
、
海
域
利
用
形
態
か
ら
判
断
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て
海
上
交
通
事
故
に
対
す
る
信
頼
の

原
則
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
は
条
件
的
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
信
頼
の
原
則
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
一
つ
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と

初

も
言
え
る
「
許
さ
れ
た
危
険
r
の
概
念
は
、
社
会
的
な
ア
ク
七
ブ
タ
リ
丘
の
問
題
は
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
と
は
い
え
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
潜
在
的
な
危
険

が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
交
通
の
場
の
危
険
た
る
海
上
危
険
の
概
念
や
航
路
の
特
殊
性
1
R
（
R
e
s
t
r
i
c
t
i
O
コ
‥
制
約
、
R
u
s
h
‥
ラ
ッ
シ
ュ
、
R
a
コ
d
O
日
‥
混

在
性
、
R
i
s
k
‥
危
険
性
）
を
考
慮
し
て
い
く
と
・
流
動
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
信
頼
の
原
則
の
適
用
基
準
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
陸
上
の

そ
れ
よ
り
も
異
な
る
性
格
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
船
橋
か
ら
は
前
方
数
百
メ
ー
ト
ル
以
内
が
死
角
と
な
り
、
急
速
に
停
止
す
る
場
合
で
も

十
分
前
後
を
要
し
、
そ
の
間
に
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
も
進
出
し
、
舵
効
き
が
悪
く
、
機
関
を
後
進
に
か
け
る
と
船
首
方
位
が
振
れ
、
そ
の
他
の
操
縦
性

能
も
著
し
く
劣
っ
て
お
り
、
し
か
も
危
険
物
を
搭
載
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
船
等
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
運
航
自
体
が
問
題
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
海
上
交
通
の
法
体
系
に
お
い
く
社
会
的
両
価
性
（
A
蔓
邑
e
コ
Z
）
と
法
律
的
両
価
性
（
R
e
c
h
t
s
a
日
b
i
邑
2
コ
N
）
を
有
す
る
〝
許
さ
れ
た
″
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信
慧
毎
本
質
を
再
検
討
し
、
海
上
交
通
に
お
け
る
独
自
の
法
理
論
で
個
々
具
体
的
な
事
例
に
対
す
る
信
頼
の
原
則
の
拡
大
的
適
用
可
能
性
を
模
索

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

五
　
お
あ
り
に

海
上
衝
突
予
防
法
は
、
歴
史
的
に
み
て
も
立
法
政
策
か
ら
み
て
も
、
第
一
に
国
際
性
を
重
視
し
た
特
殊
な
法
律
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
言
語
、
文

化
、
慣
習
等
の
異
な
っ
た
諸
国
に
お
い
て
も
統
一
し
た
ル
ー
ル
が
適
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
経
緯
が
あ
る
。
第
二
に
従
来
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
る

良
き
慣
行
の
基
本
的
な
部
分
だ
け
を
成
文
化
し
、
実
際
の
運
用
に
あ
た
っ
て
ほ
相
当
部
分
を
船
員
の
常
務
に
委
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
海
上
交
通
に
お
け

る
船
員
の
判
断
が
き
わ
め
て
複
雑
で
、
原
則
的
な
義
務
の
履
行
だ
け
で
は
衝
突
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
起
因
し
で
量
る
。
一
方
、
船
員

の
常
務
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
一
般
に
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
常
識
的
客
観
的
に
判
断
さ
れ
…
早
か
、
「
T
h
e
r
e
 
i
s

コ
O
 
r
を
d
 
t
e
s
t
 
a
s
t
…
h
a
ニ
s
 
m
e
a
n
t
 
b
y
ぎ
d
官
r
y
p
r
a
c
t
i
c
e
D
f
 
s
e
a
m
e
コ
；
・
T
h
i
s
 
i
s
 
a
q
u
e
S
t
i
O
n
〇
二
a
c
二
〇
b
e
d
e
c
i
d
e
d
 
i
コ

l

t
h
e
〓
g
h
t
 
O
f
 
a
l
＝
h
e
r
e
を
a
コ
t
 
c
i
r
c
u
日
S
t
a
コ
C
e
S
L
と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
過
去
の
個
々
具
体
的
な
事
例
を
単
に
例
示
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
そ
も
そ
も
船
舶
衝
突
事
故
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
過
失
の
有
無
と
海
上
衝
突
予
防
法
の
違
反
と
は
基
本
的
に
は
別
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
た

め
、
海
上
衝
突
予
防
法
に
過
失
認
定
上
の
完
全
な
厳
密
性
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
し
、
直
ち
に
過
失
認
定
に
お
い
て
支
障
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。
し
か
し
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
船
員
の
常
務
に
基
づ
い
て
、
個
々
具
体
的
な
衝
突
事
件
の
法
的
な
責
任
を
論
じ
る
こ
と
は
、
操
船
者
の
行
動
規
範

と
し
て
の
枚
能
性
や
法
的
安
定
性
の
立
場
か
ら
も
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
機
能
的
に
み
て
技
術
法
規
と
し
て
の
性
格
に
徹
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
例

え
ば
施
行
規
則
そ
の
他
の
手
段
を
通
じ
て
、
船
員
の
常
務
の
類
型
的
な
分
類
や
詳
細
な
規
範
構
造
お
よ
び
解
釈
理
念
を
明
示
す
る
努
力
も
必
要
で
あ
ろ

う
。
第
三
に
、
現
状
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
船
舶
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
に
つ
い
て
画
一
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
効
性
や
衝
突
原
因
の
根
拠
、
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さ
ら
に
は
七
十
二
年
国
際
規
則
の
趣
旨
と
い
う
点
か
ら
考
察
す
る
と
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
当
初
は
船
員
と
し
て
の
心
得
を
広

く
周
知
す
る
と
い
う
意
味
あ
い
か
ら
出
発
し
た
法
規
範
は
、
一
時
罰
則
を
設
け
独
自
の
性
格
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
後
は
国
際
規
則
の
翻
訳
そ
し
て

国
内
法
化
に
重
点
を
お
き
、
現
在
に
至
っ
て
は
一
種
の
航
海
術
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
存
在
あ
る
い
は
技
術
法
規
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
巡
視

船
艇
の
よ
う
に
特
殊
な
任
務
を
有
す
る
船
舶
、
す
な
わ
ち
次
元
の
異
な
る
法
益
を
確
保
す
る
た
め
に
枚
能
す
る
船
舶
の
運
航
形
態
に
つ
い
て
も
一
律
に

一
般
船
舶
と
同
様
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
解
釈
論
と
し
て
の
海
上
交
通
法
体
系
に
お
け
る
利
益
衡
量
訝
妥
当
性
が
、
今
後

の
大
き
な
課
題
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
高
速
船
と
低
速
船
の
ご
と
く
、
同
じ
動
力
船
で
も
速
力
が
極
端
に
異
な
る
よ
う
な
二
船
間
の
関
係
ま

で
も
現
行
の
法
理
論
で
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
船
舶
の
種
別
の
法
的
な
位
置
づ
け
は
対
等
で
あ
っ
て
も
両
船
の
運
動
性
能
・

性
格
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
単
な
る
量
的
変
化
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
質
的
変
化
と
し
て
捉
え
る
の
か
と
い
う
問
題
も
残
さ

れ
て
い
る
。
総
括
的
に
言
う
な
ら
ば
、
海
上
衝
突
予
防
法
は
国
際
関
係
と
船
員
の
専
門
性
、
そ
し
て
海
上
の
特
殊
性
を
背
景
と
し
た
一
種
の
社
会
規
範

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
訓
示
規
定
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
し
か
し
船
員
の
常
務
に
関
し
て
は
不
明
確
な
部
分
が
存
在
し
、
今
後
は
法
的
概
念
と
し

て
の
厳
密
な
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
も
海
上
衝
突
予
防
法
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
論
究
す
る
こ
と
は
、
船
舶
運
航

者
の
航
法
規
定
に
関
す
る
極
端
な
概
念
法
学
的
思
考
に
基
づ
く
不
適
切
な
操
船
を
防
ぐ
こ
と
に
貢
献
し
、
法
的
意
思
決
定
の
前
提
と
な
る
妥
当
な
法
的

推
論
や
実
態
に
即
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
解
釈
を
可
能
に
す
る
。
ま
た
、
こ
の
種
の
法
律
に
お
い
て
は
形
而
上
学
的
も
く
し
ほ
観
念
的
な
議
論
を
重
ね

る
よ
り
も
、
政
警
向
的
な
法
等
（
p
O
亨
を
t
e
d
j
u
r
音
d
紬
鴇
の
対
象
と
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、

本
論
で
一
つ
の
視
点
か
ら
法
政
策
学
的
に
海
上
衝
突
予
防
法
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
法
律
的
実
践
に

お
い
て
ほ
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
法
的
性
格
を
理
解
し
た
上
で
具
体
的
な
事
例
に
対
す
る
妥
当
な
法
的
推
論
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
法
解
釈
に
対

し
本
論
が
僅
か
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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